
皇
室
事
項

官
庁
報
告

平成™›年˜—月š—日 火曜日 第œ ˜�号官 報

（
群
馬
大
学
名
誉
教
授
）

岸

紘
一
郎

正
四
位
に
叙
す
る

大
塩

莊
一

梶
田

洋
充

下
境

佑
助

南

哲
男

従
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

會
見

芳
穗

大
井

康

大
竹

達
雄

奥
田

浩
雄

陸
井

豊
一

高
橋

典
男

正
八
位

戸
塚

賢
仁

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

加
畑
貞
一
郎

佐
藤

新
一

竹
内

敏
之

武
田

直

古
川

敏
彦

星
川

光
雄

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

高
井

伊
助

中
川

辰
雄

新
田
美
佐
男

古
谷

欽
三

前
納
八
重
治

森
田

茂

正
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

（
准
陸
尉
）

若
松

英
二

従
七
位
に
叙
す
る
（
以
上
九
月
二
十
五
日
）

（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）

西
田

龍
雄

正
四
位
に
叙
す
る

（
国
立
大
学
法
人
職
員
）

山
内

清
語

従
四
位
に
叙
す
る

江
口

喜
一

上
妻

宗
正

高
原

景
郁

武
井

勝
利

芳
木

宏
行

従
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

赤
沼

藤
吉

池
田

克
已

奥
野

榮
治

鈴
木

博

田
島

ö
一

花
岡

正

福
滿

勇

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

〇
叙
勲（

瑞
穂
市
議
会
議
員
）

山
田

隆
義

旭
日
小
綬
章
を
授
け
る

脇
川

公
一

旭
日
双
光
章
を
授
け
る

芹
口

昭
男

平
尾

嘉
照

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
九
月
二
十
四
日
）

井
芹

知
道

藤
田

貫
一

若
松

明

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
九
月
二
十
五
日
）

荒
川

忠
靜

旭
日
双
光
章
を
授
け
る

菊
池

祐
正

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
以
上
九
月
二
十
六
日
）

（
名
古
屋
大
学
名
誉
教
授
）

黒
田

義
浩

（
群
馬
県
立
女
子
大
学
名
誉
教
授
）

水
野

義
一

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る
（
各
通
）

金
井

久
芳

佐
野

光
行

竹
野

仙
一

松
岡

林
衞

三
田
村
喜
久
雄

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

家
永

安
志

兼
田

和
男

川
村

孝
志

黒
木

徹

新
海

正
樹

築
地

勇

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
九
月
二
十
四
日
）

（
群
馬
大
学
名
誉
教
授
）

岸

紘
一
郎

瑞
宝
中
綬
章
を
授
け
る

荒
川

忠
靜

川
島

秀
隆

川
東

義
治

栗
城

昌
也

篠
野

竹
秀

清

建
三

田
中

敦
子

永
井

鐵
夫

杢
野

頼
信

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

今
川

孝

上
原

勉

海
原

進

柿
平

聡

川
上

俊
夫

佐
藤

幸
吉

鈴
木

廣
司

前
田

昇

渡
部

勝
善

正
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

水
迫

京
作

従
七
位
に
叙
す
る
（
以
上
九
月
二
十
六
日
）

大
國

昌
彦

従
三
位
に
叙
す
る

加
藤

一

従
五
位
に
叙
す
る

齊
田

和
美

原

滿
洲
雄

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

松
田

圭
生

正
七
位
に
叙
す
る
（
以
上
九
月
二
十
七
日
）

武
政

邦
夫

従
四
位
に
叙
す
る

正
八
位

勝
間
田
文
一

従
五
位
に
叙
す
る

梅
北

惠
子

従
六
位
に
叙
す
る

木
村

隆
美

正
七
位
に
叙
す
る
（
以
上
九
月
二
十
八
日
）

堀

格
太
郎

従
四
位
に
叙
す
る

砂
子
田

實

及
川

角
壽

従
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）（
以
上
九
月
二
十
九
日
）

風
祭
元
三
郎

夏
川

恒
治

正
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

橋
本

勇

従
七
位
に
叙
す
る
（
以
上
九
月
三
十
日
）

會
見

芳
穗

伊
輪

靜
夫

岩
崎

初
美

大
塩

莊
一

奥
田

浩
雄

陸
井

豊
一

下
境

佑
助

高
橋

典
男

戸
塚

賢
仁

中
川

辰
雄

星
川

光
雄

前
納
八
重
治

南

哲
男

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

竹
内

敏
之

新
田
美
佐
男

古
谷

欽
三

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
九
月
二
十
五
日
）

（
国
立
大
学
法
人
職
員
）

山
内

清
語

瑞
宝
中
綬
章
を
授
け
る

芳
木

宏
行

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る

上
原

勉

柿
平

聡

川
東

義
治

篠
野

竹
秀

佐
藤

幸
吉

鈴
木

博

武
井

勝
利

田
島

ö
一

田
中

敦
子

永
井

鐵
夫

前
田

昇

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

川
島

秀
隆

藤

貞
子

藤
本

公
一

水
迫

京
作

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
九
月
二
十
六
日
）

加
藤

賢
一

齊
田

和
美

原

滿
洲
雄

松
田

圭
生

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
九
月
二
十
七
日
）

木
村

隆
美

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
九
月
二
十
八
日
）

砂
子
田

實

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る
（
九
月
二
十
九
日
）

風
祭
元
三
郎

夏
川

恒
治

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
九
月
三
十
日
）

御
祝
電

天
皇
陛
下
は
、
十
月
二
十
八
日
チ
ェ
コ
国
の
国
祭
日
に

つ
き
、
同
月
二
十
六
日
同
国
大
統
領
閣
下
へ
御
祝
電
を
発

せ
ら
れ
た
。

天
皇
陛
下
は
、
十
月
二
十
九
日
ト
ル
コ
国
の
共
和
国
創

立
記
念
日
に
つ
き
、
同
月
二
十
六
日
同
国
大
統
領
閣
下
へ

御
祝
電
を
発
せ
ら
れ
た
。

官
庁
事
項

建
築
基
準
法
（
昭
和

2
5年
法
律
第

2
0
1号
。）第

7
7条
の

3
0第
１
項
の
規
定
に
よ
る
監
督
命
令
を
し
た
の
で
、
同
条

第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成

2
4
年

1
0
月

3
0
日国土
交
通
大
臣
羽
田
雄
一
郎

１
監
督
命
令
を
し
た
年
月
日
平
成
2
4年

1
0月

1
2日

２
監
督
命
令
を
受
け
た
指
定
確
認
検
査
機
関
の
名
称
及

び
事
務
所
の
所
在
地
並
び
に
代
表
者
の
氏
名
株
式
会

社
国
際
確
認
検
査
セ
ン
タ
ー
本
社
大
阪
府
大
阪
市

中
央
区
北
浜
３
丁
目
７
番
1
2号

東
京
支
店
東
京
都

中
央
区
八
重
洲
２
丁
目
４
番
６
号
阪
神
支
店
兵
庫

県
西
宮
市
今
在
家
町
３
番
６
号
九
州
支
店
長
崎
県

長
崎
市
元
船
町
1
4番

1
0号

東
北
支
店
宮
城
県
仙
台

市
青
葉
区
中
央
１
丁
目
６
番
2
3号

代
表
取
締
役
山

田
耕
藏

指
定
確
認
検
査
機
関
に
対
す
る
監
督
命
令
に
係
る
公
示

建
築
基
準
法
（
昭
和
2
5年
法
律
第
2
0
1号
。
以
下
「
法
」

と
い
う
。）第

7
7条
の
3
0第
１
項
の
規
定
に
よ
る
監
督
命
令

を
し
た
の
で
、
同
条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と

お
り
公
示
す
る
。

平
成

2
4
年

1
0
月

3
0
日国土
交
通
大
臣
羽
田
雄
一
郎

１
監
督
命
令
を
し
た
年
月
日
平
成
2
4年

1
0月

1
2日

２
監
督
命
令
を
受
け
た
指
定
確
認
検
査
機
関
の
名
称
及

び
事
務
所
の
所
在
地
並
び
に
代
表
者
の
氏
名
株
式
会

社
都
市
居
住
評
価
セ
ン
タ
ー
東
京
都
港
区
虎
ノ
門
１

丁
目
１
番
2
1号

代
表
取
締
役
社
長
東

昭
雄

３
監
督
命
令
の
内
容
確
認
検
査
の
業
務
に
従
事
す
る

確
認
検
査
員
が
、
確
認
検
査
の
業
務
に
関
し
著
し
く
不

適
当
な
行
為
を
し
た
こ
と
に
鑑
み
、
当
該
行
為
が
発
生

し
た
原
因
を
分
析
し
た
上
で
、
建
築
計
画
が
建
築
基
準

関
係
規
定
に
適
合
し
な
い
不
十
分
な
審
査
を
再
発
さ
せ

な
い
よ
う
、
審
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
善
、
審
査
体
制
の

整
備
等
の
具
体
的
な
改
善
措
置
を
含
む
業
務
改
善
計
画

書
を
平
成
2
4年

1
1月

1
2日
ま
で
に
提
出
す
る
こ
と
。
ま

た
、
こ
の
命
令
の
日
か
ら
一
年
間
、
当
該
計
画
を
確
実

に
実
施
す
る
た
め
、
そ
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
監
視
委

員
会
等
の
審
議
を
経
た
上
で
、
四
半
期
ご
と
に
当
職
に

報
告
す
る
こ
と
。

４
監
督
命
令
の
原
因
と
な
っ
た
事
実
指
定
確
認
検
査

機
関
で
あ
る
株
式
会
社
都
市
居
住
評
価
セ
ン
タ
ー
が

行
っ
た
確
認
審
査
に
お
い
て
、
そ
の
業
務
に
従
事
す
る

確
認
検
査
員
が
、
過
失
に
よ
り
、
当
該
建
築
計
画
が
法

第
2
0条
（
構
造
耐
力
）
の
規
定
に
適
合
し
て
い
な
い
こ

と
を
見
過
ご
し
、
確
認
済
証
を
交
付
さ
せ
た
。
ま
た
、

別
の
確
認
審
査
に
お
い
て
、
そ
の
業
務
に
従
事
す
る
確

認
検
査
員
が
、
過
失
に
よ
り
、
当
該
建
築
計
画
（
第
二

種
中
高
層
住
居
専
用
地
域
内
に
３
階
以
上
の
部
分
を
自

転
車
駐
車
場
の
用
途
に
供
す
る
建
築
物
を
計
画
）
が
法

第
4
8条
第
４
項
の
規
定
に
適
合
し
て
い
な
い
こ
と
を
見

過
ご
し
、
確
認
済
証
を
交
付
さ
せ
た
。

Ÿ
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